
平成23年 度第4回  桔梗が丘自治連合会 議事録

日 時
平成 23年 9月 17日 (土)

1 9 : 3 0‐  2 1 20

所場 桔梗が丘公民館 大会議室

出 席 者

区 長 ・自治会長 19名  (別 紙記載)

欠 席 5名 (小坂、石崎、高槻、植野、矢頭。)

自治連合協議会理事 1名 (廣岡。)

事務局 2渚 (山中、松村。)

名張市消防団蔵持分団桔梗が丘班2名 (田合、森)

報告事項

1 平成 23年 度桔梗が丘

夏まつりの結果について

大垣副1代表幹事が司会を務め会議が始まつた。

司会者から、本 日の議事進行は都合により、最初に本年度の

桔梗が丘夏まつりの結果報告を行い、続いて名張市消防団蔵持

分団桔梗が丘班より、先日の台風 12号 での対応と、団員募集

についての説明をしていただく事にしたいと述べた。

辻森代表幹事の開会の挨拶の要旨。

先日の台風時には、消防団及び各幹事の皆さんに緊急体制を

取つて頂いたが、何事も無く済んだ。ご協力に感謝する。

今後とも地域の安全、安心に向けてご協力いただきたい。

協議会廣岡住民交流部会長から、平成 23年 度桔梗が丘夏ま

つりの結果について、別添資料に基き概ね次のような報告があ

つた。

本年度の夏まつりは、大変蒸し暑い中又雨の中を自治連合会、

協議会評議員、各委員会 部会の皆さんのご協力を頂き、準備

から翌日の後片付けまで、無事に終えることが出来た事に対し

厚くお礼を申し上げる。

本年度は悪天候にも関わらず、多くの住民の皆さんが参加 さ

れた。約 8, 000人 位の来場者があり、盛況のうちに終えた

と考えている。

部会の反省会及び定例理事会で出された課題は資料に記載さ

れているが、のちはど皆さんのご意見も頂きたいと述べた。

・実施の可否について、広報車等を使つて地域内に徹底した

方が良かった。

集客 ・照明等を考慮すると場所は商店街で問題ない。



2 名張市消防団蔵持分団

桔梗が丘班から

・本部席の位置をもう少しずらし百五銀行側に置いた方が、

会場の人が分散し、又、緊急の際の連絡体制も容易になる。

槙擬店利用券は徐々に浸透しつつある。昨日現在 1, 16

6枚 、金額は349,800円 で金額は昨年より増加。(昨年 1,

350枚  270, 100円 )

・駐車場の桔中グラン ドヘの入 り日の照明が無く分かりにく

かつた。次年度は案内看板を設置する。

模擬店の数は例年より多く賑わった。

・突発的に病人があり救急車の出動を要請したが、当方の対

応も良く、大事に至らずに済み、家族からも感訪寸された。

これを教.lに次年度は緊急時に備えて救護所等の設置を検

討 していく。

次年度は、スタッフの目印に本年度新調 した防犯ベス トの

着用を徹底 したい。

・次年度開催は 8月 18日 (土)を予定している.

引き続き議長は出席者の意見を求めた。

く出席者からの意見>

辻森代表幹事は、関係者の皆さんのご協力で成功 した。改め

て感謝を申し上げると述べた。

・トイレの場所が分かりにくいとの声があったので、スタッ

フに徹底していただきたい。

協賛金のお願いに際し、桔梗が丘の地域外の会社、団体等

への依頼についてその方法を考えて頂きたい。 (次年度検討す

る。)

その他に意見は無く、報告は了承された。

日合桔梗が丘班班長から、消防団の活動報告と団員募集につ

いての要請があつた。その内容は概ね次のようであった。

本 日出席 しているのは私と蔵持分団副分団長の森です。

冒頭、先 日の台風 12号 接近の際、当消防分団は緊急事態に

備えて、蔵持公民館に33時 間に亘り待機をしたが、その際に

自治連合協議会から陣中見舞いを頂いたことにお礼を申し上げ

る。

本 日は、本年 6月 に自治連合会において桔梗が丘地域の各自

治会 ・区より消防団員を 1名選任することが決議 されたとのこ

とですので、各地域の代表者の方には是非ご尽力いただきたく



お願いする事と、合わせてその活動内容をビ報告させていただ

きたい。

く要旨>

消防団入団手続きの書類を配付して有るのでご確認いただき

たい。①入団募集チラン、②消防団活動手引き、③名張市消防

団入団申込書、④日座振込申出書の4種 類。これらの書類の予

備は公民館事務局に保管。

先日の台風 12号 接近の際の具体的な被害状況について説明

があつた。桔梗が丘班は9月 2日 14時 から約 33時 間警戒出

動をした。(蔵持公民館にて)

次に消防団員募集に際し、事前に理解が必要な年間行事、報

酬 手当等について及び桔梗が丘地区の消防団発足の経緯と活

動実態を述べ、引き続き今後 30名 の団員を確保し、班から分

団になった時のメリットの説明があつた。

今般は各自治会長 ・区長さんのお力添えで、各地域 1名 の団

員確保をしたいと思つている。よろしくお願いしたいと述べた。

(出来れば平成 24年 2月 までに選出頂きたい。)

く意見交換>

Q 消防団員の定足数は人口又は世帯割りで算出されるの力、

A そういう規定は無い。但し桔梗が丘は24地 区があり、

各地区1名選出されると、既存の団員を含め30名 超となる。

Q 団員の人団資格はどうなつているか。

A 基本的には名張市在住の 18歳 以上の方。年齢制限は平

成 22年 度から廃止された。活動内容はチラシ記載のとおり。

Q 会社員等の団員に対して就業時間中に災害時出動指示

命令が出されることはある力、

A 強制はしないが、会社に対しては出動証明が発行される。

また緊急時は団員の身の回りや家族の保護が優先する。

Q これまで消防団員募集という動きは余り目にしていない

がこれは強制か。次年度の確保に向けて再度回覧等をすること

を考えていただきたい。

A これまで回覧等を通じてお願いしている。過去の区長会

でご理解頂いていることであり今後もご協力頂きたい。

辻森代表幹事から、出席者全員が桔梗が丘に消防団が必要で

ある事、その重要性も共同認識としてあります。団員募集には

是非ご協力頂きたいと述べた。



自治連合協議会規約第46条 第 2項 の規定により、議事録署

名人に中谷昌憲氏、川上英知氏を指名し承認された。

2 桔梗が丘自治連合会内 1 議長から、事前に改定案を配布してありますので、提案された

議決事項

1 議事録署名人

規 (改定案)の 件     1改 定案に対してのご意見を頂きたいと述べた。

大垣冨1代表幹事から、今回の団員募集はチランの各戸の配布

の形を取る方が良いと発言があり了承された。

辻森代表幹事から、自治連合会内規の改定にあたつて、その趣

旨説明があつた。

く要旨>

・協議会規約の第4章 に自治連合会について定められている

が、我々の活動をより円滑に進めるために、細部に亘る規定を

設けた方が良いと考え提案をした。

改定案の第 1条 から第 8条 までの条文を詳細に説明 した。

第 5条 に定める活動を通 じて地域全体がコミュニケーショ

ンを深め、互いに
'労

わり・慈しむ」地域づくりを目指すもの

としたい。

活動資金はコミュニティ交付金から年間―律 1万 円を支出

し、これに充てる。

議長は、引き続き出席者の意見を求めた。

Q第 7条 2項 の活動費は具体的にどんなものを想定 している

か 。

A従 前からの親睦会 (桔梗同友会との合同懇親会を含む)以

外に、各ブロック内で開催する意見交換会や親睦会を考えてい

る。

Q 第 6条 の会費の納入の仕方の表現についてどうか、第7条

第4項 は (資産管理)と して別条を設けた方が良いと思う。

他の出席者からも第 7条については同意見が多く出された。

その他の点については別途書面にて提出することになつた。

以上の課題をまとめて再度改定案を提案するに決した。

補足決議として、次年度からは連合会内規 ・会計報告 資産管

理の状況を報告することに決した。

3 災害時要援護者支援制 1 議長から、こちらも事前に案文を配布してありますので、ご



度にかかる個人情報取扱い

規員1(案)の件

4「 ききょう健康まつりJ

実施計画案及び予算案の件

意見を頂きたいと述べた。

大垣副代表幹事から、協議会総務委員会で案文を作成したが、

個人情報保護法に関わる点が多いため、余り複雑なものは相応

しくないとの意見が多く出され、このよう案となつたと述べた。

Q 要援護者に対する対応について民生委員との連携はどう

なつているか。

A 民生委員との細部の話し合。つ 滞`ったままのようなので、

次週に民生委員会の会長と話し合う。

Q 規則は基本的に賛成です。細部の文言は別途書面を出し

てはどうか。

A それでお願いする。他の方もご賛同いただけますか。

全員異議無く、提案どおり決した。

以上で決議事項 2案 の審議は終了。次回定例会に最終案を提案

することになった。

松尾南第2区 々長 (健康推進部会員)か ら、平成 23年 度きき

ょう健康まつりの実施計画案及び予算案について、別添資料に

基き概ね次のように述べた。

本年度はウォーキングと健康まつりを別々の日に実施する。

・ウォーキング :平成 23年 10月 29日 (土)に 東青山四季

の里で近鉄ハイキングコースと午後芝生広場でゲームを楽 し

む。交通費 ・昼食代 ・駐車場代は参加者の負担.参 加賞費、ス

タッフの駐車場代を予算化した。予算額合計 15, 000円

・健康まつり1平成 23年 11月 6日 (日)公 民館全館 :時間

は 12:00～ 16:00、 内容は昨年と同様。

O骨 を強くしよう

○ 健康な歯にしよう

○ 健康な方の体力測定コーナー

○ 高齢度チェック

○ カタログ情報コーナー

○ たのしいききょう健康体操

O食 べ物ビンゴ大会

を予定している。予算額 :合計 385, 000円

引き続き、松尾区長から、6名 の自治会長 ・区長に対して 「健

康まつり1の 会場準備 ・運営 駐車場整理に協力の依頼があり、

各自治会長 ・区長は了承した。



報告事項

3 地域づくり代表者会議

の報告

4 公民館展の駐車場整理

応援について

(詳細は資料に記載)

以上の実施内容について、特に意見は無く、全員異議無く承認

された。

(1)地 域づくり組織の活動支援について

辻森代表幹事から、8月 30日 開催された地域づくり代表者会

議で名張市から説明のあった 「地域づくり組織の活動支援につ

いて」別添資料に基き概ね次のような報告があった。

基本的な骨子は次の3点

①ゆめづくり地域予算制度の拡充

②(仮称)地域づくり大学の設立

③コミュニティビジネス勉強会

この内、今回重点的に報告のあったのは①ゆめづくり地域予算

制度の拡充について。

既存の使途自由なゆめづくり交付金 (7千 万円)に加えて、(仮

称)ゆめづくり協働事業提案制度を確立し、一体化することで拡

充を図る.財 源としては平成 25年 度に、新規事業 (地域から

の協働事業提案)で 約 3千 万円を目標とする。既存事業につい

ては、平成 22年 度に試行的に整理を行つた協働事業一覧表を

用いて、平成 23年 度も引き続き、地域ごとの協働事業の実績

についての分析を行 うことになる。

地域ビジョンの取扱いについては、本年 10月 を目途に策定が

進んでいる。各地域で策定された 「地域ビジョンJの 実施にあ

たっては、先程のゆめづくり交付金 ・新規事業 (地域からの協

働事業提案)の 約 3千 万円を財源とする事となる。実施は平成

25年 度の予定。その具体的な取扱いスケジュールは資料 2に

記載されている。配付した資料は一度お読み頂きたい。

我々の取り組み方として、地域で出来るもの、行政側に任せ

るもの、協働で行 うものと、きっちりと話し合つて行くことが

重要であるとの意見が採択された。

上田幹事 (公民館運営委員)か ら、公民館展実行委員会から要

請のあった 10月 22日 ・23日 の 「桔梗が丘公民館展」開催

時の駐車場整理について、各自治会長 ・区長にご協力をお願い

したい。ご都合の悪い方は事務局まで申し出ていただきたいと



5平 成 23年 度 日赤社資

並びに名張市福祉協議会会

費の交付金送付について

述べた。

・担当時間害1表が別途配付された。

山中事務局長から、名張市社会福祉協議会から、平成 23年 度

日赤社資並びに名張市福祉協議会会費の交付金が9月 28日 に

交付されることになつた。

交付金の総額は資料に記載されているとおり、日赤社資が13

2, 880円 、社協会費配分金が634, 270円 となってい

る。この内、日赤社資 132, 880円 は各自治会(区)に 10

月 1日以降に配分させていただく事になつている。

社協会費配分金の634,270円 は、桔梗が丘地区の社会福

祉事業に充てることになつているので、ご了承頂きたいと述ベ

た。

辻森代表幹事から、社協会費の配分金は豪集金額の実績額によ

つて変化するので、出来るだけ多く集めていただくようお願い

すると述べた。

辻森代表幹事から、「地域ビジョンJ策 定が進められているが、

今後のスケジュールについて次のように報告があつた。

9月 24日 (土)理 事会に地域ビジョン(案)最終報告

10月 15日 (土)自 治連合会に最終案提示 ・決議

10月 29日 (土)理 事会に最終案提示 ・決議

10月 30日 (日)評 議員 ・住民説明会開催

11月 19日 (上)自 治連合協議会臨時総会開催。承認決議

の予定で進めている。

自治連合会の皆さんには、事前に資料を配布する予定になって

いると述べた。

大垣副代表幹事から、10月 に予定している講座 ・講演会につ

いて次の2件 の報告があつた。

(1) 10月 1日 (上)14時 から

ききょう健康講座

「大腸がんを知る」

講師 二重大学医学部教授 :井上靖浩氏

(健康推進部会担当)

(2)10月 2日 (日)13時 30分 から

I)

6 地域ビジョン策定のス

ケジュールについて

6 10月 の協議会主催の

講演会について



老後 福祉についての講演会

「福祉先進国における福祉の現状J

講師 皇學館大学教授 :守本友美氏

(総務委員会担当)

皆さんご多忙中とは思うが是非ご参カロ頂きたいと述べた。

以上で議事は終了した。     .

議   長

議事録署名人々 スト

議事録署名人

次回開催予定 平成 23年 10月 ■5日 (土)19時 30分

桔梗が丘公民館 大会議室


